
算数科学習指導略案 

令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日 金 曜 日 ２ 校 時 

小学部１組 男子３人 女子３人 計６人 

指導者 野口賢二郎(CT) 四ッ永信也（ST1）富田真由(ST2) 

１ 題材 「かずあそびをしよう」 

 

２ 本時の学習(６／12) 

 (1) 全体目標 

   サイコロを使った遊びを通して，具体物や半具体物の数を数えて数詞で答えたり，数字で書いた

りすることができる。 

 (2) 授業で目指す姿 

  ① サイコロのドットの数を数えたり，数字で表したりする姿 ＜思考・判断・表現＞ 

  ② 数量の関係に気付き，大きなサイコロの目を出したいと意欲を高める姿 ＜主体性＞ 

  ③ 友達の発表する様子を見て，それが合っているかどうかを伝えようとする姿 

＜人間関係，言語能力＞ 

 

 (3) 個人目標 

児童 個 人 目 標 

Ｔ．Ｒ 

(１年，女) 

サイコロを転がしてすごろく遊びをすることを通して，１～６のドットの数を指さ

しと数詞と対応付けて数えたり，具体物を数詞と対応付けて取り出したりすることが

できる。 

Ｎ．Ｈ 

(１年，女) 

サイコロのドットとすごろくの枠に書かれた数字のドット同士を対応させて数え

足しすることで，一位数同士の２つの数量を合わせることができる。 

Ｎ．Ｔ 

(１年，男) 

数字をなぞったり，数字の分だけジャンプしたりすることを通して，１～４のサイ

コロのドットを教師と一緒に数えることができる。 

Ｋ．Ｒ 

(２年，男) 

サイコロを転がしてすごろく遊びをすることを通して，ドットの数を直感的に捉え

数字を置いたり，１～10の数字の分だけ具体物を取り出したりすることができる。 

Ｔ．Ｔ 

(２年，男) 

サイコロを転がしてすごろく遊びをすることを通して，教師と一緒にドットの数を

数詞と対応付けて数えたり，１～10の具体物を数詞と対応付けて取り出したりするこ

とができる。 

Ｙ．Ｋ 

(２年，女) 

サイコロのドットとすごろくの枠に書かれた数字をプリント枠に書き込むことを

通して，一位数同士の数量を合わせることができる。 

 

  



 (4) 実際【①，②，③は授業で目指す姿(資質・能力)の評価場面】 

過程 主な学習活動 指導及び支援上の留意点 資料・準備 

導入 

(10) 

 

１ 始めの挨拶をする。 

 

２ 数字を順番に並べ

る。 

 

３ 本時の学習を知る。 

さいころをなげて，か

ずをかぞえたり，かい

たりしよう。 
 

・ これまで学習をイラストで確認すること

で，数字を使った学習であることを意識でき

るようにする。 

・ 児童の実態に応じて，空欄に数字を選んだ

り，書いたりして数の順序を確認することが

できるようにする。 

・ すごろくや大きなサイコロを見せること

で，学習への期待感を高めたり，学習内容へ

の見通しをもてたりすることができるよう

にする。 

 

 

 

・数字イラスト 

 

・大きなサイコ  

ロ 

・すごろくオリ

ンピック 

 

展開 

(30) 

４ すごろくオリンピッ

クをする。 

 (1) サイコロを振る。 

 (2) ドットの数を数え 

る。 

 (3) 数の分だけ，すご

ろくの枠を進む。 

 

 

 

 

 

５ 個別学習に取り組

む。 
児童【N.H，Y.K】 

 足し算マラソン 

(1) サイコロのドットの 

分だけ駒を移動する。 

(2) 駒が着いた場所の数

字とサイコロのドット

とを合わせる。 

児童【T.R，K.R，T.T】 

 数字マラソン 

(1) サイコロのドットを

数え，駒を移動する。 

(2) 駒が着いた場所に書

かれた数字をてんびん

に載せる。 

(3) 数字の分だけ具体物

をてんびんに載せる。 

児童【N.T】 

 サイコロジャンプ 

(1) サイコロのドットを

数える。 

(2) 数字の分だけジャン

プする。 
 

・ すごろくオリンピックのコースに児童の顔

写真を貼り付けることで，自分の場所を意識

できるようにする。 

① まず，CT がサイコロを転がすことで，児

童がすごろくへの見通しや関心を高めるよ

うにする。 

② 友達の駒の進みを伝えたり，投げる児童の

気持ちを盛り上げたりすることで，サイコロ

を投げる意欲が高められるようにする。 

③ ドットや数字，すごろくを見える場所に置

くことで，児童が友達の様子を見て，どう

だったかを判断しやすいようにする。 

・ 児童 N.T，T.Tは CTが，児童 N.H，Y.Kは

ST2が，児童 T.R，K.Rは ST1が担当する。 

【足し算マラソン】 

① プリントにドットを書く枠を用意するこ

とで，ドットを手掛かりに合わせることがで

きるようにする。 

③ 友達と交互に行うようにすることで，友達

の計算が合っているかどうかを確認するこ

とができるようにする。 

【数字マラソン】 

・ 数字の形をした重りをてんびんに乗せ，数

字の分だけ具体物を乗せることで，バランス

が保てるようにする。 

① サイコロのドットを指さしで伝えたり，数

えるように言葉掛けしたりして，ドットを一

つずつ数えることができるようにする。 

【サイコロジャンプ】 

① 教師がドットを指さしたり，一緒に数えた

りすることで，数詞で答えることができるよ

うにする。 

 

・ホワイトボー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・足し算マラソ

ン用すごろく 

・足し算プリン

ト 

・サイコロ 

 

・数字マラソン

用すごろく 

・数字てんびん 

・輪っか 

 

終末 

(５) 

６ 学習の振り返りをす

る。 

 

 

７ 終わりの挨拶をす

る。 

・ 本時の学習内容を基に，すごろくオリン

ピックの教材を用いて確認することができ

るようにする。 

③ 友達が発表する様子を見て，それが合って

いるかどうか答えることができるようにす

る。 
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